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図 9 Enterococcus faecalisの PFGE泳動像 

 

 

 

４ まとめ 

本市での薬剤耐性菌の院内感染事例発生に備えて，市

内発生数が多いCRE感染症の7菌種及び国内発生例のあ

る VRE感染症の 2菌種について，PFGE法による分子疫

学解析法の検査条件の検討を行った．

PFGE法は感染研のプロトコール２，３）で実施し，リゾ

チーム，プロティナーゼ K及び制限酵素の酵素類につい

ては，感染研の検査条件で問題なく処理できることを確

認した．しかしながら，泳動については，当所保有の装

置を用いると，ほぼ全ての菌種の泳動像でバンドがゲル

下端からはみ出してしまい，感染研の検査条件では泳動

時間が長すぎる結果となった．そのため，レーン全体に

バンドが分離し，最下段のバンドがゲル下端から 1～1.5
cm程度に収まる泳動像となるよう，スイッチング時間と

泳動時間を調整し，泳動条件の検討を行った．

泳動条件の検討の結果，感染研と当所で至適泳動時間

は大きく異なったが，これは装置の違いが要因の一つで

はないかと考えられた．そこで，装置の違いによる影響

を確認するため，当所保有の従来装置と新規導入装置の

2 台について，同じ検査条件での泳動像を比較したとこ
ろ，全ての菌種で両装置のバンドの位置に大きな差は認

められなかった．PFGE 法の泳動条件に影響を与える要

因には，泳動装置以外に泳動 bufferの流速等が考えられ

るが，今回，当所保有の 2台の装置については同じ検査
条件で解析可能であった．対象菌種について，当所保有

装置における PFGE法の検査条件が確定し，疾病別に検

査マニュアルを作成した．

本市では薬剤耐性菌による院内感染事例の発生リスク

が高いため，薬剤耐性菌対策の強化が課題である．今回，

市内発生リスクの高い疾病・菌種を対象に PFGE法によ

る検査条件を確定し，事例発生時に備えた検査体制を整

備することができた．今後は，国内発生例のあるその他

の薬剤耐性菌感染症についても検査法を整備し，薬剤耐

性菌の検査体制の強化に努めていきたい．
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要約 

 福岡市保健環境研究所では，福岡市内で発生した化学物質及び自然毒による食中毒及び食品に関

する相談事例について，検査を行っている．平成 8 年度（1996 年度）から令和 5 年度（2023 年度）

までの 28 年間の化学物質及び自然毒由来の食中毒及び食品に関する相談事例は 741 件（食中毒疑

いも含む）であった．当所で対応した事例のうち，チョウセンアサガオによる食中毒事例，ジャガ

イモの毒性成分による有症相談事例，スイセンの誤食による食中毒事例，ツキヨタケの誤食による

食中毒事例，フグ毒による食中毒事例の 5 事例について時系列順に報告する．

Key Words：アトロピン atropine，スコポラミン scopolamine，ソラニン solanine， チャコ

ニン chaconine，ガランタミン galanthamine，イルジン S illudin S，テトロドトキシン

tetrodotoxin

１ はじめに 

 福岡市保健環境研究所では，福岡市内で発生した化学

物質及び自然毒による食中毒及び食品に関する相談事例

の検査を行っている．平成 8 年度（1996 年度）から令和

5 年度（2023 年度）までの 28 年間で化学物質及び自然毒

による食中毒及び食品に関する相談事例 741 件（食中毒

疑いも含む）の検査を実施しており，そのうち，ヒスタ

ミンの検査をした事例が 50 件，テトロドトキシンの検査

をした事例が 23 件，ソラニン及びチャコニンの検査をし

た事例が 9 件，シュウ酸カルシウムの検査をした事例が

3 件，アトロピン及びスコポラピンの検査をした事例が

3 件，リコリン及びガランタミンの検査をした事例が 2
件，イルジン S の検査をした事例が 1 件であった．他 650
件については，異味，異臭，異物混入等による相談事例

であった．当所で対応した事例のうち，ヒスタミンによ

る食中毒事例及びシュウ酸カルシウムの有症相談事例に

ついては報告している１，２）．本報では，チョウセンアサ

ガオの誤食による食中毒事例，ジャガイモの毒性成分に

よる有症相談事例，スイセン及びツキヨタケの誤食によ

る食中毒事例，フグ毒による食中毒事例の 5 事例につい

て時系列順に報告する．  

２ 事例 

2.1 チョウセンアサガオの誤食による食中毒事例 

2.1.1 概要 

 平成 17 年（2005 年）6 月，自宅の庭に生えていた植物

の実を天ぷらに調理して喫食したところ，吐き気，腹痛，

呼吸困難の症状を呈した．また，近所の住民にも天ぷら

を配布しており，喫食した住民は，構音障害，意識混濁

の症状を呈した．搬送された医療機関から届け出があり，

チョウセンアサガオによる食中毒が疑われたため，アト

ロピン及びスコポラミンの定量分析を行った．

2.1.2 試料 

植物の実が入った天ぷら（以下，「残品」とする．），

チョウセンアサガオの葉，蕾，患者の胃洗浄液，尿，血

清 

2.1.3 分析方法及び結果 

高速液体クロマトグラフ-タンデム型質量分析計（以

下，「LC-MS/MS」とする．）を用いてアトロピン及びス

コポラミンを測定した結果， 全ての試料から検出された

（表 1）． 
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2.1.4 考察 

 本事例は，チョウセンアサガオの誤食による食中毒と

して定量分析を行った結果，全ての試料からアトロピン

及びスコポラミンが検出された．ヒトの最小中毒量は，

アトロピンが 70 μg/kg，スコポラミンが 14 μg/kg といわ

れており３），残品のスコポラミン含有量から計算すると，

体重 50 kg のヒトであれば 10 g 程度を喫食すると最小中

毒量に達するため，中毒症状を呈したと推察される．ま

た，チョウセンアサガオの根はゴボウ，開花前のつぼみ

はオクラ，葉はモロヘイヤ及びアシタバ，種子はゴマと

間違えやすい植物として知られており，本事例も食用の

植物と誤って喫食したと推察される． 
 

表 1  アトロピン及びスコポラミンの測定結果 

試料 
検出濃度（ppm） 

アトロピン スコポラミン 

残品 4.0 69 

チョウセンアサガオ

（葉） 
0.12 31 

チョウセンアサガオ

（蕾） 
1.3 66 

患者①（胃洗浄液） 0.0025 0.017 

患者①（尿） 0.39 0.36 

患者②（尿） 0.34 0.11 

患者③（尿） 0.22 0.14 

患者①（血清） 0.0022 0.0028 

患者②（血清） 0.0007 0.0021 

患者③（血清） 0.0006 0.0038 

患者④（血清） 0.0019 0.0027 

 

2.2 ジャガイモの毒性成分による有症相談事例 

2.2.1 概要 

平成 19 年（2007 年）9 月，店舗で購入したジャガイモ

を皮ごと調理し喫食したところ，ジャガイモのえぐみが

強く食べられなかったと保健所に相談があった． 

2.2.2 試料 

 ジャガイモ（相談品）の皮部分及び実部分，市販のジ

ャガイモ（対照品）の皮部分及び実部分の 4 検体 

2.2.3 分析方法及び結果 

ジャガイモの異味に関する相談であったため，官能検

査を行った．また，ジャガイモにはグリコアルカロイド

類のα-ソラニン及びα-チャコニンが含まれていること

が知られているため，フォトダイオードアレイ検出器付

き高速液体クロマトグラフ（以下，「HPLC-PDA」とす

る．）を用いて分析した． 

1）官能検査 

 ジャガイモ（相談品）をゆでて喫食したところ，8 人中

5 人がえぐみ及び苦みを感じた． 

2）HPLC-PDA法 

試料 5 g にメタノール 30 mL を加え，ホモジナイズ

（1000 rpm，2 min）後，メタノールを加え 50 mL にした．

遠心分離（3000 rpm，10 min）し上清を試験溶液として

HPLC-PDA でα-ソラニン及びα-チャコニンの濃度を測

定した．HPLC-PDA の測定条件を表 2 に示す． 
その結果，相談品の皮及び実並びに対照品の皮からα

-ソラニン及びα-チャコニンを検出した（表 3）． 

2.2.4 考察 

本事例はジャガイモ中のα-ソラニン及びα-チャコニ

ンによるものと考えられたことから，α-ソラニン及びα

-チャコニンを HPLC-PDA を用いて測定した．その結果，

相談品のジャガイモからは対照品のジャガイモより高濃

度のα-ソラニン及びα-チャコニンを検出した．特に相

談品のジャガイモの皮は高濃度であったため，相談者が

喫食したジャガイモから強いえぐみを感じたと推察され

る． 
 ジャガイモの皮にはα-ソラニン及びα-チャコニンが

多く含まれていると報告されており４），本事例のように

皮つきのまま喫食する際は食中毒に注意する必要があ

る． 
また，ジャガイモの毒性成分による食中毒は小学校の

調理実習で発生することが多い．当所では市内の小学校

で起きた 3 件の事例について検査を行った．いずれも小

学校で調理したジャガイモを喫食したところ，舌の痺れ，

腹痛，頭痛及び嘔吐の症状を呈し，検査の結果，α-ソラ

ニン及びα-チャコニンを検出した（表 4）．また，追跡

調査にて，食中毒が起きた小学校で栽培されたジャガイ

モは 100 g 以下の小さなジャガイモで，皮部のグリコア

ルカロイド類の濃度は高かった．未熟なジャガイモでは

α-ソラニン及びα-チャコニンの濃度は高くなると報告

されている５）．本事例も対照品のジャガイモと比べて，

小さく，α-ソラニン及びα-チャコニン濃度が高かった． 

 

表 2 HPLC-PDA の測定条件 

カラム Inertsil ODS-3 2.1×50 mm 
移動相 A 10 mmol/L リン酸二水素カリウム

（pH 7.6） 
移動相 B アセトニトリル 
移動相混合比率 A：B＝35：65 
流速 0.2 mL/min 

測定波長 208 nm 
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表 3 α-ソラニン及びα-チャコニンの測定結果 

試料 部位 
検出濃度（ppm） 

α-ソラニン α-チャコニン 

相談品 皮 550 950 

実 100 130 

対照品 皮 200 560 

実 （－） （－） 

（－）は，定量下限未満 

表 4 市内の小学校で起きた 3事例

年 患者数 症状 

検出濃度（ppm）*

α- 
ソラニン

α- 
チャコニン

H8 
1996 

16 名 腹痛，嘔吐 10～50 ＜1～170 

H10 
1998 

19 名 腹痛，嘔吐，

頭痛
29～290 51～420 

H11 
1999 

21 名 腹痛，頭痛，

吐き気，発熱，

舌の痺れ

29～100 65～240 

*皮付きのジャガイモから検出された濃度

2.3 スイセンの誤食による食中毒事例 

2.3.1 概要 

 平成 22 年（2010 年）3 月，友人からもらったニラを調

理し喫食したところ，喫食した 4 人全員が，10 分後に嘔

吐，吐き気，胃痛等の症状を呈し，受診した医療機関か

ら食中毒疑いの届け出があった． 

2.3.2 試料 

友人からもらったニラ様植物，ニラ様植物の天ぷら

（残品），スイセン（対照品） 

2.3.3 分析方法及び結果 

友人宅の庭で採取したニラ様植物からニラ特有の臭

いはなく，スイセンとニラを間違えた可能性があったこ

とから，薄層クロマトグラフ（以下，「TLC」とする．）

及び LC-MS/MS を用いてアルカロイド類の測定を行っ

た．また，喫食した食品が天ぷらであり，酸化した油に

よる食中毒も考えられたことから AV 及び POV（酸価及

び過酸化物価）の検査，有機リン系農薬の混入による食

中毒も考えられたことから，炎光光度検出器付きガスク

ロマトグラフ（以下，「GC-FPD」とする．）を用いて農

薬の分析も行った．

1）TLC法

ドラーゲンドルフ試薬を噴霧し呈色させ，試験溶液の

移動度及び色調を比較した．その結果，天ぷら，ニラ様

植物，スイセン及びリコリンにおいて移動度及び橙色の

色調が類似していた．

2）LC-MS/MS法

試料 0.2～0.6 g にメタノールを 3～5 mL 添加し，乳鉢

で粉砕した．メタノールで 10 mL に定容後，0.2 μm フィ

ルターでろ過したろ液を試験溶液とし，LC-MS/MS で測

定した結果，ニラ様植物及び残品からガランタミンが検

出された．リコリン，アコニチン及びコルヒチンは不検

出であった．

3）AV及び POVの検査

天ぷらについての AV 及び POV の指標はないが，油菓

子の指導要領６）の基準を満たしていたため酸化した油に

よる食中毒ではないと判断した．

4）GC-FPD法

有機リン系農薬は不検出であった．

2.3.4 考察 

本事例では，スイセンの誤食，酸化した油及び農薬に

よる食中毒疑いで検査を行ったものである．検査の結果，

ニラ様植物及びニラ様植物の天ぷら（残品）からガラン

タミンが検出された．ガランタミンはスイセンに含まれ

るアルカロイド類の毒性成分であり，スイセンの誤食に

よる食中毒と推察された．スイセンの誤食による食中毒

は全国で毎年発生している．なお，当所では，食中毒発

生時に少量の残品で検査できるようにリアルタイムPCR
を用いた遺伝子による鑑別法７）を整備した．

2.4 ツキヨタケの誤食による食中毒事例 

2.4.1 概要 

 平成 24 年（2012 年）10 月，山林で採取したキノコを

調理して喫食したところ，喫食した 4 人全員が 10 分後

に嘔吐，下痢等を呈し，受診した医療機関から食中毒の

届け出があった． 

2.4.2 試料 

残品，山林で採取したツキヨタケ（参考品），シイタ

ケ（対照品）

2.4.3 分析方法及び結果 

 患者がキノコを採取した同じ山林からツキヨタケが発

見されたことからツキヨタケに含まれるイルジン S によ

る食中毒が疑われ，LC-MS/MS よるイルジン S の定性分

析及びリアルタイム PCR による遺伝子検査８）を行った．  
1)LC-MS/MS法

試料 1 g をメタノールで 100 mL に定量したものを試

験溶液とし，LC-MS/MS で測定した結果，残品及び参考

品のツキヨタケからイルジン S を検出した． 

2)リアルタイム PCR法

リアルタイム PCR 法を行った結果，残品及び参考品の

ツキヨタケからツキヨタケの DNA を検出した．
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2.4.4 考察 

本事例は，ツキヨタケの誤食による食中毒疑いで検査

を行ったものである．LC-MS/MS による定性分析を行っ

た結果，残品からイルジン S が検出された．また，リア

ルタイム PCR による遺伝子検査からも残品からツキヨ

タケの DNA が検出された．

全国では毎年，毒キノコによる食中毒が発生しており，

中でもツキヨタケの誤食による食中毒は事件数及び患者

数が最も多く，食用のキノコだと確実に判断できないも

のは採取しないように今後も注意喚起が必要である． 

2.5 フグ毒による食中毒事例 

2.5.1 概要 

 平成 26 年（2014 年）7 月，親族が持参したフグを自宅

で調理し，刺身として喫食した．その後，残りを鍋に入

れて喫食した．数時間後，喫食した 1 人がめまい，嘔吐，

しびれ，舌の麻痺，手足の硬直，発汗の症状を呈し，受

診した医療機関から食中毒疑いの届け出があった．

2.5.2 試料 

フグ鍋のスープ，加熱済みのフグの身，患者の尿，患

者の血液 

2.5.3 分析方法及び結果 

フグ毒による食中毒が疑われたため，テトロドトキシ

ンについて LC-MS/MS を用いて分析を行った．

フグ鍋のスープについては，煮汁 20 μL 採取し 2％酢

酸溶液で 20 mL に定容後，遠心ろ過し，ろ液を C18 カラ

ム（Bond Elut Jr.500 mg）で処理したものを試験溶液とし

た．

加熱済みのフグの身については，試料 5 g に 2％酢酸

溶液 100 mL を加えて，沸騰水浴中で 10 分間加熱し，脱

脂綿でろ過した．残渣を 2％酢酸溶液で反復洗浄し，ろ

過溶液と洗浄溶液を合わせて 200 mL に定容した．この

抽出液 1 mL を水で 25 mL とした後，0.2 μm フィルター

でろ過したろ液を試験溶液とした．

患者の尿については，100 μL 採取し 2％酢酸溶液で 10 
mL に定容後，遠心ろ過し，ろ液を C18 カラム（Bond Elut 
Jr.500 mg）で処理したものを試験溶液とした． 

患者の血清については，血清 1 mL を 2％酢酸溶液で

20 mL に定容したものを試験溶液とした． 
LC-MS/MS で測定した結果，全ての試験溶液からテト

ロドトキシンを検出した（表 5）．

2.5.4 考察

本事例は，フグ毒による食中毒疑いで検査を行ったも

のである．LC-MS/MS を用いて定量分析を行った結果，

全ての検体からテトロドトキシンが検出された．ヒト（体

重 50 kg）のテトロドトキシンによる最小致死量は 2 mg
と推定されている９） ．

全国では毎年約 10 件の食中毒が発生しており，そのう

ちのほとんどが家庭での事例がほとんどである．フグの

素人調理は危険であり，フグの処理にはフグの処理師で

ないと従事できない．また，フグの種類によって有毒部

位が異なり，重症の場合は呼吸困難で死亡する場合もあ

る．フグの調理には正しい知識及び技術が必要であるこ

とを周知することは重要である．  

表 5 テトロドトキシンの測定結果 

試料 検出濃度（ppm）

フグ鍋のスープ 3.7 

加熱済みのフグの身 1.8 

患者の尿 0.20 

患者の血液 0.005 

３ まとめ 

  福岡市で発生した平成 8 年度（1996 年度）から令和 5
年度（2023 年度）までの 28 年間の化学物質及び自然毒

由来の食中毒及び食品に関する相談事例のうち，5 事例

について報告した．なお，これらの調査は福岡市保健医

療局食品安全推進課，各区保健所と協力して実施したも

のである．  
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